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序

この年報は第 I部の昭和60 年度における構内遺跡の調査報告と第E部のそれら遺跡や遺

物に関連する研究成果をまとめた研究紀要とからなる。

第 I部第 2：章は，医学部構内での調査の報告であり，とくに中山：（131 世紀前菜）の党鐘

鋳造遺構については昭和56 年度の教養部構内の調査で発見した平安時代lI I期の党鐘鋳造遺

構とあわせて，第E部紀要のなかで、考察を深めた。第3章は北部構内北端の調査であり，

構内では類例の少なかった古墳時代前半の貴重な資料をえた。また 1:j=t 世後半とみられる空

堀を発見し，文献などでしられた問中構と関連をもつものとかんがえ，注目している。あ

らためて考察を深める予定である。

第H部は構内遺跡を中心に各地の関連する遺跡について検討した研究成果であり，当研

究センターの紀要である。「鴨東白河の鋳物工房Jは，先にものべたように究鐘鋳造遺構

について考察したものであり，「瓦の氾と製作技術」は高麗寺系軒丸瓦を検討したもので

ある。

昭和52 年に，埋蔵文化財研究センターが設立されてから，すでに10 年の歳月がすぎた。

その間，調在の体制もしだし、に整備され，吉田キャンパスを中心に敷地内の埋蔵文化財に

ついて，調査と研究をすすめ，保存と活用の方策をもとめてきた。この調査を通じて，学

内の各学部，研究所，研究施設などの研究室をはじめ，学外の研究機関の積極的協力をえ

て，学際的研究をすすめ，当研究センターはその核の役割をはたし，大きい成果をあげる

ことができた。この年報にも，その成果の一端が反映されているO

今回も学内，学外の多くの方々から御指導，御助言宅どいただき，調査の全般にわたって

施設部，医学部，農学部の関係各位の御協力をいただし、た。ここに厚くお礼申しあげると

ともに，今後とも学内，学外の方々の御指導と御協力をおねがいするしだいである。

昭和62 年12 月

京都大学埋蔵文化財研究センタ一長

西川宇治



例 仁3

1 木年報は，京都大学構内で昭和60 年 4 月 l 日から同61 年 3 月31 日までに発掘，整理作

：業を終了した埋蔵文化財調査と保存の報告，および京都大学埋蔵文化財研究センター

における研究成果をまとめたものである。

2 ILi土座標にしたがって一辺50m の方形の地区割りをして，遺跡の位置を表示した。

3 層位と遺；慌の位置については， 国土座標第 6 座標系（ X = 108 ヲ000 Y = -20,000) 

が（X=2,000 Y=2,000 ）となる京都大学構内座標によって表示しf::_o

,1 遺構の略号は，奈良i並立文化財研究所の方式にしたがって，井戸： S E ，土坑： S K 

のように表示し，各調査ごとに通し番号を Iから付した。

5 遺物には，遺跡の調査名を示すローマ数字と，調査ごとの通し番号を lから付した。

この遺物番号は，本文，実測図，写真を通して表示を統ーした。

I ：京都大学医学部構内 A Nl8 区の発掘調査

H：京都大学北部構内 B ]31 区の発掘調査

（例 I I ：京都大学医学部構内A Nl8 区出土遺物 l番）

6 原則として，遺物の実測図は縮尺 1/4 ，遺物の写真は約 1/2 に統ーした。他の縮尺の

ものは，それぞれに縮尺を明記した。

7 第 I部の参考文献は，本文中に，〔著者名 発表年〕の形式で、表わし，第 l部の末に

一括Ltこ。第H部については，各章末の注に一括して記載した。

8 遺構・遺物の実測と製図は，清水芳裕，五十川仲矢，浜崎一志，宮本一夫，三宅由主，

菅井敏美，千葉豊，寺島千春，谷口由利子，西川恵美子がおこなった。遺物の搬影は

清水芳裕，宮本一夫が拐当した。

9 本文は，西川幸治，久馬一剛，五十川伸矢，宮本一夫，菱田哲郎，難波洋三が各章を

分担執筆した。執筆者名は，各章の初めに記した。

10 編集は，五十）｜｜仲矢が担当し，清水%：裕，浜崎一志，宮本一夫，難波洋三，千葉豊，

菅原令子，西川恵美子が協力した。
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